
連携充実加算に係る勉強会

～大分医療センターにおける
がん患者への薬剤師の関わりについて～



本日の内容

➢当院におけるがん患者への薬剤師

の関わり

➢当院のレジメン紹介

➢Q&A



本勉強会の目的

連携充実加算

特定薬剤管理指導加算2





連携のながれ



本日の内容

➢当院におけるがん患者への薬剤師

の関わり

➢当院のレジメン紹介

➢Q&A



メーカー作成のパンフレットを用いて説明

①初回導入時（治療方針決定時）

内服薬のみ
の場合

注射の場合
・薬効
・用法用量
・治療スケジュール
・主な副作用と対策

治療方針決定





②2回目以降

内服のみの場合は
直接保険薬局へ

看護師が副作用や日々の
生活等について聴取

※薬剤師は常駐している
わけではない

注射がある場合



副作用のグレード

今回の用量



③注射抗がん剤の調製時

投与間隔を確認

治療当日、検査値で投与基準を確認

抗がん剤（注射）の投与量を確認

レジメン適応、身長・体重・体表面積を確認



本日の内容

➢当院におけるがん患者への薬剤師

の関わり

➢当院のレジメン紹介

➢Q&A



ホームページ上への公開

レジメンの公開







➢ レジメン名

➢ インターバル

➢ プレメディケーション

➢ 用法用量

➢ 実施基準

レジメン内容



そもそも患者が抗がん剤治療して
いるか分からない。治療内容や疾
患名が分かるようにしてほしい

現状は治療内容や疾患名をお伝えするツール
がないため、患者への聴取や処方内容から判
断していただくしかありません。

今後お薬手帳に貼るシール等での情報提供を
考えています。



消化器外科

Rp1.デキサメタゾン0.5mg錠 8錠

分2 朝夕食後 3日分

Rp2.酸化マグネシウム330mg錠 3錠

分3 毎食後 14日分

処方例①



Rp1.デキサメタゾン0.5mg錠 8錠

分2 朝夕食後 3日分

Rp2.酸化マグネシウム330mg錠 3錠

分3 毎食後 14日分

デキサメタゾン2～4日分処方は
抗がん剤の遅発性嘔吐対策

※デキサメタゾンの内服はほとんど
抗がん剤の制吐対策



Rp1.デキサメタゾン0.5mg錠 8錠

分2 朝夕食後 14日分

Rp2.酸化マグネシウム330mg錠 3錠

分3 毎食後 14日分

Rp3.エクア錠50mg 2錠

分2 朝夕食後 14日分

最近あった事例



消化器外科

Rp1.ミノサイクリン100mg錠 2錠

分2 朝夕食後 14日分

Rp2.ヘパリン類似物質ローション 2本

1日1回 手、顔、保湿剤

Rp3.デルモゾールG軟膏 1本

1日1回 湿疹がひどいところ

処方例②



Rp1.ミノサイクリン100mg錠 2錠

分2 朝夕食後 14日分

Rp2.ヘパリン類似物質ローション 2本

1日1回 手、顔、保湿剤

Rp3.デルモゾールG軟膏 1本

1日1回 湿疹がひどいところ

このような処方が出たら抗EGFR薬の皮疹対策の処方。当院は特に皮
膚科がないため消化器や呼吸器の先生が処方するため判断しやすい



泌尿器科

Rp1.プレドニン5mg錠 2錠

分2 朝昼食後 28日分

Rp2.ランソプラゾールOD錠15mg 1錠

分1 朝食後 28日分

処方例③



Rp1.プレドニン5mg錠 2錠

分2 朝昼食後 28日分

Rp2.ランソプラゾールOD錠15mg 1錠

分1 朝食後 28日分

泌尿器科でプレドニンの連日投与があれば、抗がん剤を併用していることが
多い。当院で使用頻度の多いレジメンの一つにドセタキセル+プレドニンがあり、
その可能性が高い。

※ドセタキセル+プレドニンは去勢抵抗性前立腺癌の1ｓｔline



本日の内容

➢当院におけるがん患者への薬剤師

の関わり

➢当院のレジメン紹介

➢Q&A



ご清聴
ありがとうございました


